
上田市立傍陽小学校だより  令和７年２月２６日 

光れ！そえひの子 
２学期学校自己評価アンケートの結果について 

アンケートの結果をお伝えします。1学期のアンケート結果との比較や外部の方の評価により、成果と課

題がより明確になってきました。今後の児童指導・学校運営に活かして参ります。 

  

 

 

 

 

■１そうだ ■２まあそうだ ■３あまりそうでない ■４そうでない １ 児童アンケート結果より 

肯定的評価（ＡＢ評価）が上がったものもありますが、元々低かった「自分で考えたり、思った

りしたことを友だちや先生に話をしていますか」「地域での学習や活動を楽しみ、感じたことを伝

えていますか」の２項目がさらに下がり、肯定的評価が８０％を下回りました。また、「友だちを

思いやり、優しい言葉をかけていますか」が９０％を下回る結果となりました。「授業は分かりま

すか」「学校は楽しいですか」のＡＢ評価が少しでも上がっていることはよかったと思いますが、

「伝え合う授業」のあり方について、さらに考えていく必要があると思われます。 



２ 保護者評価より 

 【実施時期】２学期１２月中旬～下旬 

 【実施人数】全校７８名中６１名（約７８％） 

 

 

 

■１そうだ ■２まあそうだ ■３あまりそうでない ■４そうでない 
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１．学校は、あいさつや返

事、感謝の言葉などを伝え合

い、コミュニケーション力を

高める指導をしていると思い

ますか。
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２．学校は、自他を大切にす

る気持ちが育つ指導・支援を

していると思いますか。
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３．学校は、子どもたちが自

分の思いを伝え、表現する力

を付けることに努めていると

思いますか。
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４．学校は、地域を舞台にし

た学習や活動に取り組み、地

域の方々とのふれあいを大切

にしていると思いますか。
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５．お子さんは、授業が分か

ると話していますか。
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６．学校は、友だちとの活動や

話し合いなどを通して、友だち

とのかかわりから学ぶ授業に努
めていると思いますか。
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７．学校は、異年齢との活動を

大切にし、協力する大切さを感

じたり社会性を身につけたりで
きるように努めていると思いま

すか。
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８．学校は、子どもの様子に目

を配り、友だち関係や実態をつ

かみ、きめ細やかな指導をして
いると思いますか。
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９．学校は、学校だよりやホー

ムページ、学年通信などで、子

ども達の様子や学校の願いの発
信に努めていると思いますか。
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10．お子さんは、学校が楽し

いと話していますか。
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２学期をふり返って（保護者評価）

１　とてもそう思う・そうだ　　２　思う・まあまあそうだ　　３　あまり思わない・あまりそうではない　　４　まったく思わない・そうではない

全項目とも肯定的評価が９割を超えており、学校の教育活

動に対して、おおむね高評価をいただいている結果となりま

した。7 月の結果と比べＣＤ評価が増えている項目が多い結

果となっていますが、回答率が上がった（５３％→７８％）た

め、いろいろな意見があって当然ではないかと考えておりま

す。保護者のみなさんが何をもって判断しているのか、と考え

ると、子どもの話を聞く、学校からのお便り（学年便りや学校

だより）を読む、通知票やテストの結果を見る、という辺りに

なってくると思うので、子どもたちの様子をどのようにお伝

えしていくか、考えていきたいと思います。 



３ 外部評価より 

【実施時期】２学期１２月中旬～下旬 

 【実施人数】CS運営委員５名および民生委員・児童委員の皆様１２名（１名重複）合計１６名 

 

 

■１そうだ ■２まあそうだ ■３あまりそうでない ■４そうでない 
　＜外部評価＞

１　とてもそう思う・そうだ　　２　思う・まあまあそうだ　　３　あまり思わない・あまりそうではない　　４　まったく思わない・そうではない
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１．学校は、あいさつや返事、感謝の
言葉などを伝え合い、コミュニケー
ション力を高める指導をしていると思
いますか。
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２．学校は、自他を大切にする気
持ちが育つ指導・支援をしている
と思いますか。
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３．学校は、子どもたちが自分の
思いを伝え、表現する力を付ける
ことに努めていると思いますか。
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４．学校は、地域を舞台にした学
習や活動に取り組み、地域の方々
とのふれあいを大切にしていると
思いますか。
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５．学校は、分かる授業づくりに
努めていると思いますか。
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６．学校は、友だちとの活動や話
し合いなどを通して、友だちとの
かかわりから学ぶ授業に努めてい
ると思いますか。
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７．学校は、異年齢との活動を大切に
し、協力する大切さを感じたり社会性
を身に付けたりできるように勤めてい
ると思いますか。
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８．学校は、子どもたちの様子に目を
配り、友だち関係や実態をつかみ、き
め細やかな指導をしていると思います
か。
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９．学校は、学校だよりやホームペー
ジ、学年通信などで、子どもたちの様
子や学校の願いの発信に努めていると
思いますか。
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１０．学校は、楽しい学校づくり
に努めていると思いますか。

全項目とも肯定的評価が１０割でした。学校の教育活動に対

して高評価をいただいており、大変ありがたく思います。 

 昨年度と比べると、Ｂ評価が増えているというところもあり

ますが、昨年度は 150 周年記念の年で、地域の方に学校の取

り組みを知っていただける機会が多かったから評価もしやす

かったように感じます。今年度に関しては、判断材料が少なく、

自信を持ってＡ評価にするということができにくかったので

はないかと考察します。ホームページや学校だよりなどで様子

をお伝えしているが、より分かっていただくために、さらに開

かれた学校にしていくためにどうするか考えていきたいです。 



４ アンケート結果より 

（１）児童アンケートより 

 ▼多くの項目で、肯定的評価が８０％を超えました。 

  ・「自分から、気持ちの良いあいさつや返事をしていますか」「授業が分かる」「授業中、先生や友だち

の話を最後まで聞いていますか」「他の学年の友だちと力を合わせて掃除をしたり、仲良くしたりし

ている」「学校の先生たちは、話をよく聞いて、がんばっていることをほめたり、はげましたりして

くれる」の５項目が９０％を超えました。昨年度末の課題であった、「あいさつ」の項目の自己評価

が上がっているということは嬉しいことだと思います。 

  ・昨年度、肯定的評価が８割を超えていた「自分の考えを話す」「地域での学習や活動を楽しみ、感じ

たことを伝える」の２項目の評価が８割を下回りました。昨年度のような記念式典がない中、どのよ

うに伝え、そして、それを教師だけでなく、お家の方や地域の方々に認めていただき、自信をつけて

いくかを考えていく必要があると感じます。 

  ・上記、「話す」「伝える」の項目の他に、１学期より肯定的評価が下がっているのが、「友だちを思い

やり、優しい言葉をかけている」「授業中、友だちや先生の話を聞いている」の２項目でした。人の

話を聞くことも相手を思いやることに繋がると考えます。学校生活の中で、相手を思いやる気持ちを

育んでいきたいと思います。 

（２）保護者アンケートより 

 ▼すべての項目で、肯定的評価が９０％を超えました。 

  ・昨年度の課題であった、「あいさつ」については、１学期末より２学期末の方が、若干評価が下がっ

ているものの、とても高い評価をいただき、大変ありがたく思います。ご家庭や地域でも声をかけて

いただき、子どもたちの気持ちのよいあいさつが広がってきていると感じています。 

  ・すべての項目で肯定的評価が９０％を超えましたが、１学期末より２学期末の方が、評価が下がって

いる項目が多いことが気がかりです。「表現」「伝える」「授業が分かる」「友とのかかわりから学ぶ授

業」「きめ細やかな指導」「学校が楽しい」の６項目は、学校目標にも通じる、とても大切な項目なの

で、どのようにしていったらよいか、来年度に向けて、考えていかなければならないと考えています。

学校の本分である「分かる授業づくり」、「楽しい学校づくり」に努めてまいりたいと思います。 

（３）外部アンケートより 

 ▼すべての項目で、肯定的評価が１００％となりました。 

  ・その中でも、「地域を舞台にした学習や活動、地域の方々とのふれあい」については、全員Ａ評価を

つけていただきました。とてもありがたい結果だと思います。普段、学校にもよく足を運んでくださ

り様子を見ていただいていることや学校を地域の方の居場所に、そして、地域の方から学ぶというこ

とを考えてきたことを評価していただいたものと思います。来年度もさらに、地域に根ざした学校を

目指していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度の１５０周年記念式典を経ての１５１年目、地域に開かれた学校を目指して学校の在り

方を模索してまいりました。保護者の皆様、地域の方々に支えていただいていることを日々感じて

おります。保護者の方も、地域の方も、学校の様子を直接見る機会は多くありません。来年度以降

も、子どもたちの様子を丁寧に見て、分かる授業・楽しい学校を目指すとともに、保護者の方や地

域の方々に、学校や子どもの様子を知っていただくことを考えていきたいと思っています。 

ご協力ありがとうございました。 


